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1.現 在地球上に数千種 ある人類の言語のなかで、その地理的分布 と
使用者数から見て最大 とされるのは、 もちろん英語である。英語の発展
はしばしばラテン語の場合 と比較されるが、PaxRomanaを 出発点 とし
て ヨーロッパの中世で世界語 と見なされたラテン語の版 図をはるかに超
えてお り、PaxBritanicaお よびPaxAmericanaに よって、まさに地
球を代表する言語 となっている。McCrumetal(1986)に も述べ られて
い る通 り、宇宙へ旅立つVoyager号 に積 まれた異星人への代表メ ッセー
ジに英語が使われたのは、その象徴的事実である。具体的な最近の統計、
た とえばCrystal(1987)に よれば、母語の立場から見ると、英語 を母語
とする人の数は約3億5千 万で第2位 だが、公用語 とす る人の数は約14
億で、2位 の中国語使用者数10億 に大きく差をつけている。 しか も、中
国語が比較的限定 された地域に集中しているのに対 して、英語は全世界
的な分布 を持つし、英語を公用語 としない地域、たとえば 日本などで も、
学校教育での主要な授業科 目となっていることを考えれば、さらに明 ら
かな開きがある。他の言語 との差 は言うまで もない。
2.た だ し、当然なが ら、世界各地の英語は、発音 ・語彙 ・文法の各
面でかなりな相違を見せている。そこで、 このような現状を反映 し、英
語 はもはや本来の英語圏、た とえばイギ リスやアメリカだけの ものでは
な く、全世界的な人類の文化的財産であるという認識の もとに、英語の
分類 にも新 しい考え方が用いられるようになった。
その代表例 は、イギ リスを中心 とする学者たちの方法である。すなわ
ち、世界の国々または民族 について、3種 の英語を区別する。第1は 英
語を生来語(NativeLanguage)、 つ まり第1言 語 とする国や地域内、た
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とえばイギリス、アメリカ、カナダ、オース トラ リア、南 アフリカ等の
英語で、ENLと 略して示される。次は英語 と異なる第1言 語を持ちなが
ら英語を第2言 語(SecondLanguage)、 多 くは公用語 とする場合で、イ
ンド、フィリピン、アフリカの旧英領植民地、カ リブ海地域等がそれに
属 し、ESLと 略記する。 ただし、SecondLanguageと いう用語 は、
アメ リカではここでの意味 と異なって、個人の場合 に使うことが多いよ
うである。すなわち、日本語的な表現である第1外 国語 は、第2の 言語、






や りとり、たとえば家族や部族間では英語以外の第1言 語 を用いるが、
広範囲のコミュニケーションや公的な場面では英語が共通語 となり、学
校教育や行政関係では必須のものとなる。EFLの 地域では、その地域内





が最 も高い ことは言うまで もな く、 この点で も英語学習の重要性が認め
られる。それは単なる観光や娯楽、航空管制のような面ばか りでなく、
政治 ・経済や文化交流の高度な次元にも言えることである。た とえば、
1987年8月 に東ベルリンのフンボル ト大学を中心 に開かれた第14回 国際
言語学者会議で、各部会における世界各地からの研究発表は合計1,000あ
まりだったが、その約半数 は英語で、残 りが独 ・仏 ・露のいずれかであ
り、また、全体会議の報告19の うち、実に14ま でが英語であった。それ




ち ろん、ESLやEFLの 場 合 で も、IndianEnglishやWestAfrican
Englishな ど、民族や地域 と結びつ けた名称 で表現 され る ことが あ る。し
か し、 それぞれの背景 言語 による複雑性 は、 単純化 した表 現で は十 分 に
示せ ない ことが多 く、 その分類 はさ らに細 か くなって行 く。同時 に、名
称 も不 統 一 に な る傾 向 が あ る。 た とえ ば 日本 風 の英 語 につ い て は、
JapaneseEnglishの ほか、Janglish,Japlishが あ り、渡辺(1983)の よ
う にJapalishを 用 い る少 数派 もあ る。 もち ろん、cuffsbuttonやone
mancarの 類 を、Haward(1984)が 記す よ うにtheノ舊anesedialectof
English(p.80)と 呼ん で よいか どうか は明確 でない。た だ、 日本風 の英
語表 現が、国際 的な コ ミュニケー シ ョンの場合、 誤解 を生 む可能性 は大
きいが、実 は これ はすべ ての種類 の英語 につ いて言 える こ とで ある。
さらに民族性 によるENL内 部 の細 分化 も可能 で、それ はBlackEng-
1ishやYinglishな どで示 され る。前者 は言 うまで もな く黒 人系 の英 語で
あ り、地域的 と言 うよ り社 会的で、 これ に関す る研究 も数多 い。後 者 は
イデ ィツシ ュ語(Yiddish=独 語judisch)、 つ ま りユダヤ系で アシ ュケ ナ
ー ジム(Ashkenazim複)と呼 ばれ る人 たちの使 う言語 の影響 を受 けた
英 語で ある。前述 のHaward(1984)に よれ ぼ、YinglishはB.Malamud
やPh.Rothな どの 有名 作 家 の おか げで定 着 し、英語 全 体 の な か で
"Ziveliestdialect"(p.71)だ と言 う。この両者 以外 に もHispanicEnglish
やPolishEnglishな ど、 多 くの民族性 を持 つ変種 が認 め られ てい る。
4.近 年 にお ける英 語の研究 は、 その ような多様性 を重 要視 す るよ う
になって来 た。 つ まり、伝統的 なENLだ けを対象 にす るので はな く、
ESLや 、場合 に よってはEFLを も視野 に入れて考 え よ うとす る方 向が
明 らか であ る。 これ をさ らに進 めて行 くと、最近 特 に目立 つ、英語 を基
礎 とす るピジン語(Pidgin)や ク レオール語(Creole)の 研究 とな るが、
これ は英 語 とい う言語体系 について従来 と異 なる考 え方 、又 は英語 のカ
メレオ ン現象 の確 認 を示 す もの とな った。1
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ピジンは、いわば一時的な共通語であるが、クレオールは母語、つま




ば社会言語学 と呼 ばれ る学科や新言語 の誕生の研究 と関係づ けられ る
が、より根源的な問題 として、たとえば安部公房「異文化の遭遇 下 ク




このような研究態度が、国際的な英語教育 と関連 して、ある程度 の影
響を与 え始めているのは当然である。国際英語 という概念 も、それ と関
係す る。この概念はやや漠然 としているが、ENL、ESL、EFLに 関係な
く、国際的コミュニケーションに用いられる英語を指す。
5.伝 統的な国際的英語教育は、ENLを 中心 として、そのモデルを教
授することであったと言える。モデルの代表は、いわゆるイギリス英語
(特に標準英語StandardEnglish=SEと 呼ばれるもの)か 、アメ リカ
英語(特 にGeneralAmerican=GAと 呼ばれるもの)で ある。両者の相
違 は歴史的なもので、その体系の各 レベル、すなわち発音 ・語彙 ・文法






ようになり、SEも 方言の一種なのだ と明確 に説明される傾向が出て来
た。た とえぼStubbs(1986)に は次の記述がある。
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... SE is a dialect, and like any other dialect it has internal 
stylistic variation... Thus the following sentences are all  SE  : 
1. I have not seen any of those children. 
2. I haven't seen any of those kids. 
3. I haven't seen any of those bloody kids. 
  ... The following sentence is not SE,  however  : 
4. I ain't seen none of them kids. 
It is not  incorrect  SE it is simply not SE at all  ... (p. 87)
もち ろん、1.が 最 も形式 ばった文体 で、2.3.は くだ けた文体 で あ り、
1.2.3.の すべ てを同等 に扱 うことには抵 抗が あ ろ う。た とえばhaven't
の短縮 形 は場合 に よって は不適 当 とされ、kidsやbloodyは 俗語 的 であ
り、特 に後者 はblと い う伏字 の形 で示 され る ことさえある。しか し、
1.2.3.は 統 一 的な体 系 を持 ってお り、4.と は決定 的 に異 な る。4.のain't
とい う形 式や、二 重否定 に よる否 定の強調 、さ らに代名 詞themの 変則用
法 は1.2.3.の 体系 内 には存在 しない。そ こで、上 記の よ うに、4.は"正
し くないSE"で はな く、異 な る体 系 を持 つ英 語 なので・あ る。 この よ うな
考 え方 に立て ば、SEの 学 習の場合 には、他種 の英 語 との体 系的差異 を認
識す る と同時 に、SE内 部 におけ る文体論 的 な差 に も注意 しなけれ ばな
らない。
6.し か も、 イギ リスにおけ るSEに ついての基本 的 な考 え方 によれ
ば、発 音 の 面 で も うひ とつ の 重 要 な 問 題 が あ る。た と え ばTrudgill
(1983)は この点 につ いて次 の ように要約 してい るb
... Standard English is also unusual in that it is spoken with a 
large number of different accents... Most speakers of the (more 
or less regionless) Standard English dialect, however, speak it 
with a (usually not too localized) regional accent, so that most 
educated people betray their geographical origins much more in
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Schoo1の 発 音 分 布 図
(Trudgill(1983)p.37に よ る)
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their pronunciation than in their grammar or lexis. (p. 187)
つ まり、発音における規範は非常 にゆるやかである。またはSEの 体系
は文法 と語彙を中心とするもので、発音 は別物だと考 えられている。 も
っとも、 日本語についても似たような事情がある。最近の 日本語学 では
一般 に"標 準語"と 呼ぶのを避けて"共 通語"と いう術語を用いる傾向
があるが、共通語の発音については、一部の放送関係の場合を除いて明
確なモデルがないように思われる。"標 準アクセン ト"とい う用語 はあっ
て も、文法 と語彙が問題で、一般 には、発音上の差異を共通語の主要判
定基準 とはしていない点で、SEの 場合 と共通性を持つ。
ただし、イギ リスでは、SEを いわゆる認容発音(ReceivedPronuncia-
tion=RP)の 体系で発音するのが標準的 とされ、それが国際的なイギリ
ス英語学習のモデル とされている。RPは イギ リス国内の地方性 とは無
関係で、むしろ一種の階級性を持ち、イギリス独 自のエ リー ト教育組織
であるPublicschoo1や 英国放送協会(BBc)と 結びついている。RPに
関す るTrudgill&Hannah(19852)の 報告(p.9)に よれば、RPは 完
全にイギ リスのイングランド地方 に属する方言的発音であって、しかも
イ ングランドの人 口の3%か ら5%の 人々の発音にすぎないと言う。従
ってRPを 絶対視することには問題 もあ り、気取った階級の発音 として
の否定的評価 も聞かれる。
それでも、イギ リス各地の方言の多様 な発音 は、外国人学習者にとっ
てはまことに不都合である。た とえぼ、schoolと いう簡単な単語の発音
さえ、H.Ortonそ の他の方言調査によれば、イギ リス各地で語頭の2子




















じさえあった。 もちろん報告の内容 自体 は、十分 に評価すべ きもの
である。 以上の例は、上述の規範意識が言語についての専門家の間
にも明確b'存 在 し、さまざまな判定の基準 として活用 されていることの
証明 となろう。
7.上 述のように、国際的英語教育 におけるSEお よびRP、 アメリカ
英語 についてはGA、 の重要性は否定 しがたいが、同時 に他 の種の英語の






についての多年の経験か ら生 じた意見で、すでに世界語 となった英語が、
偏狭 な国家主義から離れて行 くべき方向を示唆している。
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この考 え方 はすで に1970年 代か らあ らわれ、Quirketal(1972)にも
部分 的に取 り上 げ られてい るが、当時 はSEとGAな どの ほか、各種 の英
語 に こだわ らぬ共通 の中核 部分(CommonCore)の 採 用で あった。 しか
し、 その後 の研究 の発 展 と共 に、ESLか らさ らに進 んで、諸種 の新英語
(NewEnglishes=NewE)とい う概 念 と用語 が確立 され、ENLを 中心
とす る諸種 の 旧英語(01derEnglishes)と 対比 され るようにな った。 い
わゆ るクレオ ール以後 言語連続体(Post-CreoleSpeechContinu㎜)か
ら生 じた世界各地 のNewEが 、 あ る種 の共通性 を示 してい る ことは、
Platteta1(1984)な どで明 らか にされてい る。 この ような事態がNuc
Eの 開発 とい う発想 を生 んだ もの と推測 され る。
8.NucEの 概念 は、かつてのBasicEnglishや 近年 のPlainEnglish
とは異な った もので ある。BasicEnglishのBasicは 、`BritishAmerican
ScientificInternationalCommercial'の頭文字語(Acronym)で 、1930
年 代 か ら40年 代 に注 目され、 当時 の英 米 の政 治 家 た ち、 た とえ ばW.
ChurchillやF.D.Rooseveltに 支 持 され た こともあるが、わずか850語 と
い う語彙数 の制 限が強 すぎ、修 得 には便利 だが文章 を書 くの には実 際的
でない とされ、現在 では ほぼ歴史 的存在 になってい る。PIainEnglishは
1970年 代後半 か ら、特 に強力 に提唱 されてい る もので、政治 ・経済 その
他 各方面で の権 威づ け られた難解語、いわ ゆるgobbledegookを 撲滅 し、
平 易 な話 し方 書 き方 を広 めて、一般 的な コ ミ丘ニケー シ ョンを容易 に し、
それ に ともな う経費 の削減 さえ可能 に しよう とする運 動 と結 びつい てい
る。従 って、 一般 にはPlainEnglishMovementまた はPlainEnglish
Campaignと い う形 で用い られ、英米 両国政府 の積極 的支持 を受け て、各
種 の賞 さ えも設定 され、難解で近づ きがた い公文 書や契約書 その他 の専
門事項 の説 明文 の平易 化の点で成果 が認 め られてい る。ただ、PlainEng-
lishそ の もの につ いては、 読解 性(Readability)や 文面構成(Design)
について一 応 の指標 はあ る ものの、短 か い平易 な語や短文 をすす め、 耳
で聞 いて もわ かる ような書 き方 をせ よ とい う程度 で、実体 につ いては経
験や直観 によ らざ るを得 ない部分 が ある。そ して、何 よ りもENLを 主要
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な対象 とする点で、国際的な英語学習との関係は間接的になる。
9.一 方NucEの 主目的は、前述のように、SEやGAに かわる国際
英語学習のモデル となることであり、これに関する最近の代表的見解は
Crystal(1987)に 次のように示されている。
 . One proposal, made by the British linguist Randolph Quirk 
 (1920-  )  , argues that the problem of variety would be avoided 
if the language were specially adopted to produce a  'nuclear' 
English for international use.  'Nuclear English' would provide a 
core of structure and vocabulary from within the range of 
acceptable English ... (p. 358)
もちろん、Quirk(1982)そ の他 には具体的 なNucEと して、次の よ
うな趣 旨の提 案が ある。 すなわち、NucEの 用例 は、一般 的 には、 コ ミ
ュケ ーシ ョンの核(CommunicativeNucleus)とな るような、語 彙 と文
法の面 で義務 的 な最小 限(ObligatoryMinimum)の表 現 に限定 す る。た
とえば、法性 の点で複雑 な意味 を持 ち、 多義的 な解釈 を許 す危 険性の あ
るcan,mayな どは、状況 に応 じてbeableto,beallowedtoなどに置 き
か えて明確 な意味 にす る。 また、肯定 ・否 定だ けでな く主語 と動詞の一
致 の面 で複雑 す ぎる と思 われ る付加疑 問(TagQuestion)は で きるだ け
単純 化 し、肯 定 はすべ てisthatso?、 否 定 はisn'tthatright?な どとす
る。 これ と似 た方式 は他 の言語 に も見 られ る。nestcepas?(仏)、
nichtwahy?(独)、 「(そうです)ね 」(日)な ど参照。 その他、 二重
目的語 の構文 を避 けるな ど多 くの具体例 があ るが、原則 的 には`asubset
ofthepropertiesofnaturalEnglish'の状態 を守 る、す なわ ちnational
では ないがnaturalで ある ことを目標 とす る。 この ようなNucEは 、い
わゆ る国際標準英 語 として、英 語の学習 を よ り容易 にす る可能性 を持 つ
であ ろ う。1986年9月 の 日英協会主催秩 父宮妃基金第1回 講演会 で
のQuirk教 授 の講演("InaMannerofSpeaking")は、PlainEnglish
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MovementとNucEの両方 に触 れ る点 があ り、講演後 の応 答 の中 で も
その主張 の一部が述べ られ た。
10.し か し、NucEの 具体的材料 を供給 す るacceptableEnglishの 範
囲 を どこまで認 め るかが問題 であ る。SEやGAの みにす るか、ENLな
らよいのか、また はESLま で広 げるか、議論 の別 れ る所 で あろ う。現 実
にTagQuestionの 単純 化 な どはNewEの 一部 で体 系化 している し、も
し前述の よ うに、 クレオ ール的構 造がバ イオ ・プログラム その もの に直
結 す る とすれ ば、 意識 的 にその ような体 系 を作 るのが得策 とも考 え られ
る。た とえぼガイ アナ クレオール語(GuyaneseCreole)の 文例、Migo
bai.buk.(Megobuybook=Ishallbuyabookorbooks)と類似 の構
造 が数多 くの ピジンや ク レオール に見 出 され、一種 の 自然的普遍性 を感
じさせ る。
もちろん ピジンや クレオール は英語 と関係す る ものばか りではない。
しか し、た とえばValdman(1977)に あ げられてい る全世 界 のピ ジンお
よび クレオ ール127種 で は、仏語系15、 ポル トガル語系14、 スペ イ ン語系
7、 他の(英 語 を除 く)ヨ ー ロ ッパ語 系19、 非 ヨー ロッパ語系37と 比較
して、英語 系 は35に な り、質量 ともに最有力 である。 もっ とも、 そ
の35の なか に は、 アメ リカ軍 占領 時代 の浜松地域 でBambooEnglishと
呼 ばれたJapanesePidginEnglishも含 まれ ていて、多少問題が あ るか
も知れ ない。
いずれ にせ よ、国際 英語 としてのNucE的 な言語体 系 は、基本 的屈折
をさ らに単純 化 させ、一 層分析的 な タイプにな ることが予測 され る。現
にENLの 場 合で も、IwantsZtやHegiveitmeyesterdayなどの表現
が(SEで はない にして も)方 言形 として存在 し、一部 のESLで は標準
形 とさえな ってい る。 分析的 タイプの言語、 た とえば中 国語 は、 ある時
代 には屈折 タイプ よ りも低 い発展段 階 にある と見 られたが、 それが誤 り
で ある ことは自明 であ り、 む しろ記 号性 の点 です ぐれた所 があ る とも考
え られる。
11.た だ し、Burchfield(1985)やQuirketal(1986)などが予見 す
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世界各地のリンガ ・フランカ(LinguaFranca)と な り、さらに定着し
てクレオール化 し、つまり母語 として世代的連続を形成し、 ますます多
様化する可能性がある。 これはラテン語の歴史が示す通 りである。
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